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協栄農場全景
景色はすっかり晩秋の趣でした～ファーム ア・ラ・カルト重厚な農場設立40周年の記念碑

農業用廃プラスチックの搬出作業（11/6鶴居・幌呂地区にて）



　昭和22年11月19日に農業協同組合法（農協法）が制定され60年目を迎えました。

　制定当時は戦争の傷跡が生々しく、日本全土が荒廃する中で、国民の食料は不

足し、食料確保の必要性と併せて農民の自主的立場を確立するために農村の民主

化が最重要課題でありました。

　このような時代背景の中から農協法が誕生し、全国各地で農協が設立され、現

在に至っております。

　農協は農地改革によって生まれた自作農を基本とした「農民の農民による農民

のための」組織として、人々が連帯し助け合うことを意味する「相互扶助」の精

神のもとに組合員の農業経営と生活を守り、より良い地域社会を築くことを目的

とした協同組織です。

　農協法が制定されて以来、経済情勢や社会環境の変化に合わせて農協の事業展

開や組織運営手法の変革が求められ、時代に即した法改正によって、組合員の社

会的、経済的地位の向上に大きな役割を果たして参りました。今、私たちは21世

紀の初頭を歩んでいますが、世界に目を向けますと飢餓・貧困、食料問題、地球

温暖化・環境問題が深刻化し、いまだに解決の糸口を見いだせない状況にありま

す。国内的には市場原理の名の下に行き過ぎた競争社会のひずみが格差社会を生

み、年金問題などと相まって、国民の中に不安が増大しています。このような時

代に自主・自立・相互扶助精神に基づき共生の社会をめざす協同組合組織に対す

る期待はますます大きくなっています。昨年、私たちは「第25回JA北海道大

会」を開催し、「共に創る　北海道農業と新時代」をテーマに、組合員とともに

多くの国民の信頼と支持を得て新たな時代に積極果敢に挑戦するJAを目指すこ

とを決議し、実践しております。北海道農業・JAをめぐる状況は、今後とも

WTO農業交渉など厳しい情勢が予測されますが、組合員、役職員皆様が農協法

の目的と意義を再確認して、JAが地域農業・農村振興の司令塔としての役割を

発揮し、充実した組織として益々発展するよう共に頑張りましょう。

農協法公布記念日にあたって
北海道農業協同組合中央会

会　長　宮　田　　　勇
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ファーム

ア・ラ・カルト

シリーズシリーズシリーズ
　

前
号
の
予
告
の
と
お
り
、
こ
の
フ
ァ
ー
ム
ア
・
ラ
・
カ

ル
ト
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
Ｊ
Ａ
く
し
ろ
丹
頂
管
内
の
様
々

な
農
場
を
紹
介
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
第
１
回
目

の
今
回
は
、
昭
和
40
年
に
設
立
さ
れ
、
釧
路
管
内
で
も
共

同
経
営
農
場
の
草
分
け
で
あ
り
ま
す
、
有
限
会
社
協
栄
農

場
（
鶴
居
村
中
幌
呂
下
部
落
）
を
取
り
上
げ
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

◆
有
限
会
社
協
栄
農
場
に
つ
い
て

　

現
在
の
経
営
は
、
乳
牛

約
500
頭
（
フ
リ
ー
ス
ト
ー

ル
牛
舎
に
て
飼
養
）、
年

間
生
乳
生
産
量
は
２
、
６

６
０
ト
ン
（
18
年
度
）
で

す
。
代
表
取
締
役
社
長
の

藤
澤
常
行
さ
ん
（
58
）
を

は
じ
め
、
岡
田
隆
信
さ
ん

（
61
）、
石
脇
幸
三
郎
さ

ん
（
60
）、
田
邊　

忍
さ

ん
（
34
）、藤
澤　

誠
さ
ん
（
31
）、田
中　

弘
さ
ん
（
41
）、

浅
川
浩
二
さ
ん
（
28
）、
藤
澤　

稔
さ
ん
（
24
）、
石
脇
幸

子
さ
ん
（
60
）、
藤
沢
靖
子
さ
ん
（
55
）、（
田
邊
）
劉
泓

さ
ん
（
34
）
の
11
名
の
皆
さ
ん
が
、
協
栄
農
場
を
支
え
て

い
ま
す
。

◆
社
長
の
藤
澤
さ
ん
に
農
場
の
近
況
と
、
今
後
の

お
話
を
伺
い
ま
し
た

　

平
成
14
年
に
親
牛
舎
を
増
築
（
100
頭
分
）
し
、
そ
れ
に

と
も
な
い
糞
尿
処
理
施
設
（
ス
ク
リ
ュ
ー
プ
レ
ス
式
固
液

分
離
機
、
ス
ラ
リ
ー
ス
ト
ア
、
ラ
グ
ー
ン
）、
哺
乳
ロ
ボ
ッ

ト
な
ど
を
導
入
し
ま
し
た
。
増
産
体
制
を
整
え
た
結
果
、

生
乳
生
産
量
は
順
調
に
伸
び
、
ま
た
、
１
日
３
回
搾
乳
の

成
果
も
現
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

　

ま
た
、
来
年
は
コ
ー
ン
の
作
付
け
を
10
㌶
拡
げ
42
㌶
と

し
、飼
料
給
与
体
系
を
見
直
し
乳
飼
率
を
下
げ
る
こ
と
で
、

コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
を
図
る
予
定
だ
そ
う
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
の
担
当
ス
タ
ッ
フ
の

更
な
る
技
術
向
上
を
促
し
、
収
支
の
向
上
に
努
め
て
い
き

た
い
と
話
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。

　

夕
方
の
作
業
中
の
お
忙
し
い
時
間
の
中
で
お
話
い
た
だ

き
ま
し
た
、
藤
澤
さ
ん
と
専
務
の
岡
田
隆
信
さ
ん
、
ど
う

も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

12 頭ダブルのパラレルパーラー

有
限
会
社 

協
栄
農
場（

幌
呂
地
区
）

スラリーローリー 固液分離施設
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カメラ

アングル

部 成績 名号 出品者 地区
第2部 第2位 OP オラホーム セプテンバー ティアラ 植田 紘史 幌呂
第4部 第1位 OP エムビービー S ラブリー 植田 紘史 幌呂
第8部 第1位 アワープライド ジエスロ ラリー 植田 紘史 幌呂
第8部 第2位 クレセントシード DH エレクトラ ET 芳沢 顕一 白糠
第10部 第1位 TKS ミツクス ポリデント 清水 武志 鶴居
第11部 第3位 ヒンペル アケボノ イグナイター シカゴ (農)清和農場 鶴居
第12部 第2位 HF メルシー タム シド 工藤 宏昌 音別

　

10
月
20
日
、
第
24
回
イ
ー
ス
タ
ン
フ
ェ
ア
ー
が
釧

路
農
協
連
共
進
会
場
に
て
開
催
さ
れ
、
道
東
３
地
区

か
ら
集
め
ら
れ
た
59
頭
が
出
品
さ
れ
、
資
質
を
競
い

ま
し
た
。
審
査
員
は
恵
庭
市
の
酪
農
家
福
屋
栄
人
氏

が
務
め
ま
し
た
。
釧
路
丹
頂
農
協
か
ら
は
、
22
頭
が

出
品
さ
れ
、
そ
の
中
か
ら
鶴
居
地
区
・
清
水
武
志
氏

出
品
の
Ｔ
Ｋ
Ｓ　

ミ
ツ
ク
ス　

ポ
リ
デ
ン
ト
が
グ
ラ

ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
（
イ
ン
タ
ー
ミ
デ
ィ
エ
イ
ト

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
）
に
、
幌
呂
地
区
・
植
田
紘
史
氏
出

品
の
ア
ワ
ー
プ
ラ
イ
ド　

ジ
エ
ス
ロ　

ラ
リ
ー
が
リ

ザ
ー
ブ
イ
ン
タ
ー
ミ
デ
ィ
エ
イ
ト
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に

輝
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
植
田
紘
史
氏
が
プ
リ
ミ
ア
ブ

リ
ー
ダ
ー
・
プ
リ
ミ
ア
エ
キ
シ
ビ
ダ
ー
に
選
ば
れ
、

最
多
出
品
者
賞
も
受
賞
し
ま
し
た
。
各
部
の
主
な
成

績
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

　

10
月
28
日
、
２
０
０
７
北

海
道
ホ
ル
ス
タ
イ
ン　

ウ
イ

ン
タ
ー
フ
ェ
ア
が
十
勝
農
協

連
家
畜
共
進
会
場
に
て
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
釧
路
丹
頂
農

協
か
ら
は
６
頭
が
出
品
さ
れ
、

そ
の
中
か
ら
音
別
地
区
成
田

純
哉
氏
の
Ｔ
Ｍ
Ｆ　

ダ
ー
ハ

ム　

ア
ン　

セ
ン
ビ
ユ
ー
が

リ
ザ
ー
ブ
グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン

ピ
オ
ン
（
イ
ン
タ
ー
ミ
デ
ィ

エ
イ
ト
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
）
に

輝
き
ま
し
た
。

グランドチャンピオン（インターミディエイトチャンピオン）
TKS ミツクス ポリデント　　清水 武志（鶴居）
リザーブインターミディエイトチャンピオン
アワープライド ジエスロ ラリー　　植田 紘史（幌呂）

第24回イースタンフェアーホルスタインショウ入賞牛（第3位以上）
10月20日開催

第
24
回
イ
ー
ス
タ
ン
フ
ェ
ア
ー

Ｔ
Ｋ
Ｓ 

ミ
ツ
ク
ス 

ポ
リ
デ
ン
ト

（
清
水
武
志
氏 

鶴
居
地
区
）

　
　
　

グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に

2007北海道ホルスタインウインターフェア
ＴＭＦ　ダーハム　アン　センビユー（成田純哉氏　音別地区）

リザーブグランドチャンピオンに

部 成績 名号 出品者 地区

第１２部 第１位 ＴＭＦ　ダーハム　アン　センビユー 成田　純哉 音別

10月28日開催
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平成19年度　秋季地区別懇談会
　

10
月
23
日
か
ら
26
日
ま
で
の
４
日
間
の
日
程
で
、
秋
季
地
区
別

懇
談
会
が
各
地
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
秋
の
作
業
も
追
い
込
み
の

段
階
で
、
お
忙
し
い
中
足
を
運
ん
で
い
た
だ
い
た
参
加
者
の
皆
様

に
は
大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
瀧
澤
組
合
長
か
ら
新
年

度
も
厳
し
い
酪
農
情
勢
が
続
く
と
の
挨
拶
で
開
会
さ
れ
、
懇
談
会

は
次
第
に
沿
い
酪
農
情
勢
、
ク
ミ
カ
ン
状
況
、
下
期
の
更
正
計
画

と
決
算
見
込
み
な
ど
の
説
明
が
あ
り
、
そ
の
後
参
加
者
の
皆
様
よ

り
た
く
さ
ん
の
意
見
・
要
望
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
事
業
管
理
費
の

内
容
、
営
農
指
導
業
務
の
取
組
み
、
生
産
資
材
・
燃
料
等
の
購
買

体
制
、
生
乳
の
検
査
受
入
態
勢
、
哺
育
育
成
セ
ン
タ
ー
・
幌
呂
育

成
牧
場
の
預
託
体
系
な
ど
、
農
協
事
業
運
営
の
具
体
的
な
施
策
に

つ
い
て
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

懇談会 - 鶴居

懇談会 - 音別

懇談会 - 音別

株式会社 コープ・アイ
●共栄火災は、産業組合が昭和17年７月に創立した保険会社です。
●共栄火災は、平成15年４月ＪＡ共済連を筆頭株主とする株式会社に生まれ変わりました。
●ＪＡ共済で取扱っていない保険商品を提供しています。
●保険内容など親切にご相談に応じますのでお気軽にご連絡下さい。

ひと・いえ・くるま以外の補償はおまかせください

株式会社 コープ・アイ
〒060-0004　札幌市中央区北４条西１丁目　共済ビル６Ｆ
TEL 011-232-6610　FAX 011-210-8305
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5

理　事　会　報　告
10,11月定例理事会
平成19年10月29日（月）

報告事項 
１．専決事項及び諸会議について
２．各委員会・諸会議等について
３．内部監査報告について
４．９月末財務状況について
５．事業の実施処理状況について
６．子会社の経営状況について

付議事項 
議案第１号　監事監査の結果に対する回答について
議案第２号　理事と組合との契約承認について
議案第３号　 大口信用供与先に対する融資の承認につい

て
議案第４号　営農振興資金の設定について
議案第５号　固定資産の修繕について
議案第６号　固定資産の取得について
その他協議事項 
１．秋季地区別懇談会における意見要望について
２．その他

■平成19年度　生乳生産実績（10,11月）

10月 月計乳量（kg） 10月前年比（％） 累計乳量（kg） 累計前年比（％）

釧 路 丹 頂 農 協 7,856,020.8 100.6 57,428,439.6 101.8

（ 鶴 居 地 区 ） 2,523,119.7 105.4 18,245,859.6 104.0

（ 幌 呂 地 区 ） 2,112,818.7 102.4 15,393,982.7 104.4

（ 白 糠 地 区 ） 1,885,680.7 97.1 13,918,095.6 100.3

（ 音 別 地 区 ） 1,334,401.7 94.7 9,870,501.7 96.1

管 内 計 43,393,932.4 102.5 309,761,378.7 101.2

（平成 18 年度管内計） 42,347,354.5 306,034,698.8

11月 月計乳量（kg） 11月前年比（％） 累計乳量（kg） 累計前年比（％）

釧 路 丹 頂 農 協 7,601,689.8 100.6 65,030,129.4 101.6

（ 鶴 居 地 区 ） 2,420,571.4 106.2 20,666,431.0 104.3

（ 幌 呂 地 区 ） 2,073,425.1 101.9 17,467,407.8 104.1

（ 白 糠 地 区 ） 1,804,325.9 95.9 15,722,421.5 99.8

（ 音 別 地 区 ） 1,303,367.4 95.6 11,173,869.1 96.1

管 内 計 41,343,660.6 102.4 351,105,039.3 101.4

（平成 18 年度管内計） 40,387,107.6 346,421,606.4

平成19年11月27日（火）

報告事項 
１．専決事項及び諸会議について
２．各委員会・諸会議等について
３．10月末財務状況について
４．事業の実施処理状況について
付議事項 
議案第１号　農業負債整理関係資金の貸付について
議案第２号　乳牛保留資金の貸付について
議案第３号　 理事と組合との契約承認について
議案第４号　 大口信用供与先に対する融資の承認につい

て

議案第５号　乳牛雌子牛預託要領の一部変更について
議案第６号　 北海道農業信用基金協会に対する出資増口

について
議案第７号　固定資産の賃借(リース取得)について
議案第８号　人事考課規程の設定について
その他協議事項 
１．生乳運送事業の業者委託について
２．その他



　

乳
牛
の
疾
病
は
、
八
割
近
く
が
移
行

期
（
乾
乳
〜
分
娩
〜
産
褥
）
に
発
生

し
て
い
ま
す
。
こ
の
時
期
の
疾
病
に
は
、

乾
乳
期
の
管
理
が
大
き
く
影
響
し
て
お

り
、
乾
乳
牛
を
適
切
に
飼
う
こ
と
で
、

疾
病
の
予
防
や
乳
量
・
繁
殖
成
績
の
向

上
な
ど
が
期
待
で
き
ま
す
。

牛
に
腹
一
杯
食
べ
さ
せ
ま
し
ょ
う

　

乾
乳
期
は
、
急
激
に
成
長
す
る
胎
児

に
よ
り
、
第
一
胃
が
圧
迫
さ
れ
ま
す
。

　

分
娩
後
は
、
胎
児
と
羊
水
が
あ
っ
た

部
分
が
隙
間
と
な
り
、
第
四
胃
が
動
き

や
す
く
な
り
ま
す
。
こ
れ
が
第
四
胃
変

位
に
つ
な
が
る
の
で
す
。
（
図
１
）　

そ
れ
を
防
ぐ
に
は
、
し
っ
か
り
エ
サ
を

食
い
込
ま
せ
て
、
で
き
た
隙
間
を
早
く

埋
め
て
し
ま
う
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

乾
乳
期
に
エ
サ
を
食
い
込
め
る
と
、

分
娩
後
に
も
エ
サ
を
た
く
さ
ん
食
べ
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
乾
乳
期
に
牛

が
腹
一
杯
食
べ
ら
れ
る
管
理
を
行
い
ま

し
ょ
う
。

一　

い
つ
で
も
新
鮮
な

　
　
　
　

エ
サ
が
食
べ
ら
れ
る  

　

エ
サ
を
沢
山
食
べ
さ
せ
る
に
は
、

①
い
つ
で
も
新
鮮
な
エ
サ
が
あ
る

②
定
期
的
に
掃
き
寄
せ
を
行
う

と
い
っ
た
管
理
が
必
要
で
す
。
飼
槽
が

空
で
、
首
を
ま
せ
ん
棒
に
押
し
つ
け
て

い
る
牛
が
目
立
つ
と
十
分
エ
サ
を
食
べ

て
い
な
い
証
拠
で
す
。
（
写
真
１
）

　

粗
飼
料
に
カ
ビ
な
ど
の
問
題
が
あ
る

場
合
は
給
与
を
控
え
、
手
持
ち
の
粗
飼

料
の
中
で
最
上
級
の
も
の
を
を
給
与
し

ま
し
ょ
う
。
も
し
高
品
質
の
粗
飼
料
が

手
持
ち
に
な
い
場
合
は
、
購
入
粗
飼
料

や
ビ
ー
ト
パ
ル
プ
等
の
中
間
飼
料
を
組

み
合
わ
せ
ま
し
ょ
う
。

二　

新
鮮
で
綺
麗
な

　
　
　
　

水
が
十
分
に
飲
め
る　

　

牛
は
一
日
に
何
度
も
採
食
・
飲
水
行

動
を
繰
り
返
し
ま
す
。
水
槽
や
ウ
ォ
ー

タ
ー
カ
ッ
プ
が
汚
れ
て
い
る
と
、
飲
水

量
を
制
限
し
、
乾
物
摂
取
量
の
低
下
を

引
き
起
こ
し
ま
す
。
水
飲
み
は
常
に
綺

麗
に
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

三　

ス
ト
レ
ス
の
少
な
い
環
境

　

乾
乳
牛
は
、
最
も
ス
ト
レ
ス
に
敏
感

な
牛
で
す
。
で
す
か
ら
、
ス
ト
レ
ス
に

さ
ら
さ
れ
る
期
間
を
短
く
し
、
強
い
ス

ト
レ
ス
を
与
え
な
い
環
境
や
管
理
を
心

掛
け
ま
し
ょ
う
。

①　

過
密
に
し
な
い　

　

図
２
は
過
密
に
よ
る
牛
群
内
の
闘
争

を
示
し
て
い
ま
す
。
過
密
は
牛
群
内
の

闘
争
を
大
き
く
し
、
自
由
な
採
食
・
飲

水
行
動
を
妨
げ
ま
す
。

　

フ
リ
ー
ス
ト
ー
ル
で
は
ベ
ッ
ド
数
以

上
の
牛
は
飼
わ
な
い
、
パ
ド
ッ
ク
や
フ

リ
ー
バ
ー
ン
で
は
一
頭
当
た
り
の
面
積

を
十
分
に
確
保
し
ま
し
ょ
う
。

②　

牛
が
ス
ム
ー
ズ
に
寝
起
き
出
来
る

　

牛
は
一
日
十
回
以
上
寝
起
き
し
ま
す
。

し
か
し
寝
起
き
が
ス
ム
ー
ズ
に
行
え
な

い
ベ
ッ
ド
で
は
、
一
旦
寝
る
と
空
腹
に

耐
え
き
れ
な
く
な
る
ま
で
起
き
上
が
ろ

う
と
し
な
く
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、

エ
サ
の
固
め
喰
い
を
招
き
、
第
一
胃
内

の
発
酵
が
不
安
定
に
な
り
ま
す
。

　

逆
に
、
一
度
起
き
上
が
る
と
疲
れ
果

て
る
ま
で
立
ち
続
け
る
の
で
、
蹄
の
負

担
が
大
き
く
な
り
ま
す
。

　

寝
わ
ら
を
た
っ
ぷ
り
と
敷
い
た
り
、

牛
床
マ
ッ
ト
を
設
置
す
る
こ
と
で
、
ベ

ッ
ド
の
ク
ッ
シ
ョ
ン
性
を
高
め
、
寝
起

き
を
改
善
し
て
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

内
容
に
関
し
て
、
ご
不
明
な
点
が
あ

り
ま
し
た
ら
、
普
及
セ
ン
タ
ー
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。　

6

普及センターだより 釧路農業改良普及センター  釧路中西部支所

乾
乳
期
の
管
理
に
つ
い
て

図１　胎児の成長により圧迫される第１胃

写真１　飼槽にエサが無く、ません棒に首を押しつける

図２　過密による牛群内の闘争
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